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STC（ストキャスティクス）とは、過去の一定期間における最高値と最安値のレンジの中で、現在の株価がどの水

準にあるかを示す指標です。STC（ストキャスティクス）の線は、直近終値が高値だとすると値は100％の方向へ、逆

に安値だとすると 0％の方向へと動きます。50％を中立（ニュートラル）とし、80％を超えてくると買われ過ぎであり、

売りを考えるタイミングとなります。逆に 20％を割り込んでくると売られ過ぎで買いを考えるタイミングとなります。こ

のチャートは逆張り手法の考えで対処し、特に保合い局面で有効に機能すると言われております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＞＞ 『銘柄選択』機能 のストキャスティクスは、9日間（日足）を使用しています＜＜ 

トレード画面の左メニューの「銘柄選択」をクリックすると「銘柄選択画面」が表示されます。 

「15. ストキャスティクスによるゴールデンクロス銘柄」「16.ストキャスティクスによるデッドクロス銘柄」の項目がありま

す。2 本のストキャスティクス線を用いることでクロスが生じます（通常、ピンクの線と黄土色の線を用いる）。 

■ピンクの短期線が黄土色の長期線を上抜く場合をストキャスティクスのゴールデンクロスと言います。 

■ピンクの短期線が黄土色の長期線を下抜く場合をストキャスティクスのデッドクロスと言います。 

一般にゴールデンクロスは買い信号、デッドクロスは売り信号との判断で、特に売られすぎ局面でのゴールデンクロ

ス、買われすぎ局面でのデッドクロスは、その信頼性が高まると言われております。 

 

 

 

 

 

 

選択結果は銘柄を推奨しているわけではありません。投資に関する決定はご自身の判断でなされますようにお願いいたします。 

リアル株価ボードの

STC（ｽﾄｷｬｽﾃｨｸｽ）

は、25 日を使用して

います（日足の場

合）。 

銘柄選択機能のｽﾄ

ｷｬｽﾃｨｸｽ（STC）の

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｸﾛｽ・ﾃﾞｯﾄﾞｸ

ﾛｽは、9 日（日足の

場合）を使用して選

択しています。 

期間を短くすると、

反応が速くなります

が、その分、騙しも

多くなります。 

トヨタ（7203）～07.11.16 
リアル株価ボードより 

当社独自チャートソフト「スーパーマックス」に

て同銘柄の 9日 STCを再現してみました。 

（一例）算出されたら、STC%D当日値を見ます。 
ゴールデンクロス銘柄の検索であれば、数値の低いもの。デッドク

ロス銘柄であれば数値の高いものに注目してみます。 

ゴールデンクロス デッドクロス 

買われすぎ局面 

売られすぎ局面 




